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大阪府レディースバドミントン連盟
理事長　竹田 由美子

　1995年にスタートしたこの大会は創設30回の節目を迎えました。10の国と地域より2000名もの選手が
集い、盛大かつ華やかに開催できたことは主管地として幸甚の極みです。
　30年もの長きにわたり続けてこられたのは、大会創設者である当時の理事長故村井広美氏と、グロー
バルな会長であった故嶋久雄氏はもとより志一つに取り組まれた歴代役員の方々のご尽力と、合わせて
世界にレディースバドミントンの輪を広げたいという私達に賛同しサポートしてくださった協賛企業の
皆様のおかげと改めて感謝の念に堪えません。
　今大会を振り返りますと、台湾遠征での招致活動が実を結び、スリランカチームの初参加がありました。
また毎年往来を続けている台湾や韓国の皆さんはかけがえのない友人であり、バドミントンの輪は確実
に広がっているのを感じています。
　大会の華であるAゾーンには中国よりパリ五輪銀メダリストのヘ・ビンジャオ選手の参加がありました。
五輪後に国家代表は引退されましたが力強いプレーは健在で、日本や韓国の実業団選手との対戦は私達
を魅了してくれました。
　競技場と同じく賑わっていたのがエントランスです。入口は30回大会記念とピンクリボン運動を重ね
たピンクのバルーンで選手の皆さんをお迎えしました。冠協賛のヨネックスブース、ショップによる出店、
３年目の出店となったキッチンカー、連盟員による抽選会とカフェ、被災地支援の石川物産展、2025
大阪万博マスコットのミャクミャクも来館し会場を盛り上げてくれました。
　この大きな節目の大会を終え私達は次のステップへと進まなければなりません。次の大会がより良い
大会であるように反省と改善を繰り返し、来年もまたバドミントン仲間が笑顔で集う大会になるように
運営を進めて参ります。連盟員の皆さんにはご負担もおかけしますが今後ともご協力とご支援をよろし
くお願いいたします。

～創設30回記念大会を終えて～



＊山田愛弓撮影

へ・ビンジャオ選手



　昨年よりもさらにキッチンカーの台数が増
え、賑やかでした。カフェOLAのコーヒー
の良い香りがロビーに広がっていました。コー
ヒーを淹れる為の連盟50周年の記念ボトル
が大活躍でした‼

　石川物産展では、たくさんの
ご当地商品が並んでいました。
NBAで活躍する八村塁選手の
紹介で話題となった人気お菓子

『ビーバー』も、豊富な種類が
用意されていて豪華でしたね！
　今年も能登半島地震復興支援
にご協力いただき、ありがとう
ございました。

日時 :10月24日～26日
会場 :1階ロビー

開催日	 令和6年７月25日（木）～７月28日（日）
場　所	 新潟市東総合スポーツセンター・

長岡市市民体育館

クラブ対抗 あいCLUB3位

　パリ五輪のバドミントンシングル
ス銀メダリストである、へ・ビンジャ
オ選手とのサイン会・撮影会が行わ
れました。先着 30名で、あっとい
う間に行列となりました。ウエアに
サインを書いてもらっ
たり、写真を一緒に
撮ったり…と盛り上
がっていました。

日時：10	月	25	日（金）14：00～

　スポーツを通した国際貢献・
交流事業会場ロビーにて、皆様
から７８本のラケットをご寄付
いただきました。（公財）日本バ
ドミントン協会を通じてBWF 
に加盟する開発途上国の協会や
用具を必要とする人々へ届けら
れます。

ゲスト＆イベント

サイン会・撮影会

カフェOLA＆キッチンカー 石川物産展
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